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それは奇妙な呪文から始まった

あづい’’’（←汗のつもり）。こんなに暑

いと外に出かける気がしないよね～、っつ

ーわけで部屋で食っちゃ寝、起きてはネッ

ト三昧してたら夏痩せせずに太ってしまっ

た私であるが、皆様、いかがお過ごしであ

ろうか？

ところで世間は今、夏休みである（私の

場合、年中夏休みという話もあるが）。「探

検隊も夏休み、もらいたいな～」と担当編

集者S氏に言ってみたところ、「そうですね

～、じゃ今度はちょっと“夏休み特集”っ

てことで、変わったとこでもやってみますか」

とあっさりかわされてしまった。う～む。

しばらくしてS氏から「じゃ、今回はエ

ヌエス……（以下ほぼ呪文に聞こえる）を

探検しましょう」という電話がかかってき

た……のだが、えぇ～そんなプロバイダー

ってあったっけ？

「なんですかぁ？　そのエヌエスなんたら

っつーのは？」

「あ、だめだな～。うちの雑誌、ちゃん

と読んでないでしょう？」と言われて、ま

ったく立場がない；；；（←冷や汗）。

「ほら、ここ見てくださいよ」と言われて

気づいたのが、おしまいのほう、見開き2ペ

ージに載っている「商用ネットワークサー

ビスプロバイダー接続マップ」という図で
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【プロバイダー探検隊】 隊長兼隊員●村野幸夫

番外編
NSPIXP

商用ネットワークサービスプロバイダー接続マップ：毎月本誌の巻末
に掲載されている、商用ネットワークサービスプロバイダーの相互接
続状況を表すマップ。プロバイダーからの情報提供および接続ルート
をトレースすることによってメンテナンスをしている。

こんなに暑いと外に出かける気がしないよね～。
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ある。この図の左側にどかんと居座ってい

る三重マルが「NSPIXP」だ。こいつは

「 Network Service Provider Internet

eXchange Project（ 注）」の略称で、

「WIDEプロジェクトと商用ネットワークサ

ービスプロバイダーの共同実験プロジェク

トで、商用プロバイダー間やWIDEインタ

ーネット間とのトラフィック交換を目的と

する設備」と書いてある。

日本でインターネットと言えば、まずは

WIDEである。日本に商用のプロバイダー

が登場して私のようなプータローがインター

ネットとか使えるようになる以前から、大

学や研究機関の間でインターネットをやっ

ていたところだ。そこと商用プロバイダー

が共同実験ね……と、図と説明を眺める。

コトバの上から考えると、ネットワーク

というのは点と点が勝手に結び付く形でで

きあがるもの（だからこそインターネットは

無制限に増殖できる）……のはず。だけど、

実際にいちいちプロバイダー同士を結んで

いたら大変なことになってしまう。そこで

比較的大きなプロバイダー同士を1か所で

結んでしまえ、ということで生まれたのが

NSPIXP、なのかな～？　まあ、自分のこ

とを「センター」とか呼ばずに「プロジェ

クト」というあたりが奥ゆかしいというか、

インターネットらしいというか……。

しかし、こいつをどう解釈したものか？

「まぁ、共同の中継点みたいなもんですかね

～？」と言うと「う～ん、なんちゅうか、日

本のインターネットのヘソみたいなもんです

かね」という返事がS氏から返ってきた。

そっかー、ヘソね……なるほど、最近は

渋谷あたりでもヘソだしてる女の子が多い

し、タイムリーな企画かも。とヘンに納得

したところで、今回はそのヘソ方面の人

（う～ん、こういう言い方はどうか？）に会

って話を聞くことにしたのであった。

▼

インタビューをお願いしたのは、NSPIXP

の運営をやっている慶応義塾大学環境情報

学部助手の中村修さん（●印）と東京大学

大型計算機センターの加藤朗さん（■印）

だ（もちろんヘソ出しルックではなかった）。

---NSPIXPができたのはいつのことなんで

すか？

●:去年の4月頃かな～。その少し前、一

昨年の末頃から、日本でもプロバイダーが

増えると「商用インターネットを相互に接

続するというのは、どうもおいしそうだな」

という話が出始め、みんながそのキーワー

ドに関心を寄せ始めました。

アメリカには「CIX（キックス）」というも

のがあるんです。商用プロバイダーの相互接

続にはいろんな意味があると思うんですけ

ど、特にCIXみたいな部分が、そのぉ、いわ

ゆるヘソ（！）になるわけで……日本でも、

某政府機関とか某商用プロバイダーとか

が、ヘソを牛耳りたいという動きが出てき

た。その時に我 （々WIDE）が何を思った

かというと、インターネットは技術的に発展

し利用者によい環境を提供しなければなら

ない。そのためには、実際にネットワーク

WIDEプロジェクト：広域分散環境を考える共同研究プロジェクトで、
1987 年頃から始まる。当時はインターネットが日本になかったので、
インターネットを作るところから始めなければならなかった。

商用ネットワークサービスプロバイダー：インターネットを商用利用す
るために接続サービスを提供している業者。

CIX：商用インターネットの相互接続を目的とした非営利の組織で、
アメリカのSan Joseにある。Commercial Internet eXchange の略。

注：つい最近まで、NSPIXPはNetwork Service Provider Internet
Xrossing Pointの略称であった。

日本のインターネットのヘソみたいなもんですかね。

相互に接続するというのは、どうもおいしそうだな。
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を日々運用しながらいろいろな問題意識を

持っている人々が集まり、政策的な圧力や

金儲けのための制約を受けない相互接続点

が必要であると。我々は今までずっと日本

でインターネットをプロモーションしてき

て、今では追い風状態になってきたけれど、

日本のインターネットがうまく成長するよ

うに全体的なディレクションや技術的な問

題をひっぱっていくのは我々の責任だろう。

じゃ、我々がそういう実験をしてみよう、

というのがNSPIXPの始まりなわけです。

---とすると、これは会社というわけじゃな

いんですね？

●:なんでもないですね。そこが難しいとこ

ろで……我々としてもアメリカの状況を見

てみたんですが、あちらにはCIXとMAE-

East（メイイースト）という2つの団体が

あるわけです。CIXというのは、バリバリに

コマーシャルの人たちが集まって非営利の

組織を作って、お金を出し合ってルーター

を置いて、相互接続をする、というモデル

です。MAE-Eastというのは研究者たちが

なんとなく集まって、そこに商用のプロバ

イダーも入ってきて相互接続をするという

形。両方とも非営利の組織なんで、そうい

う組織を日本でもやっていくべきだろう、

と思ったわけですよ。

ところが日本というのは、非営利の組織

というコンセプトがない。唯一あるのが財

団だとか法人という話……でも、法人化す

るためには監督官庁のお墨付きがないと駄

目。本当にニュートラルな形で、そういう

組織は作れない。

じゃあ、というわけで、WIDEプロジェ

クトという単なる研究者の集まりの研究と

してやっちゃえということになった。だか

ら、NSPIXPというのは日本では単なる研

究プロジェクトということになるんでしょう

けど、我々の気持ちとしては、どこからも

ニュートラルな……どこの会社にも、どこ

の研究者にも、どこの政府に依存するわけ

でもない、ノンプロフィットなオーガニゼーシ

ョンというイメージでやっているわけです。

---でも実際にはお金がかかると思うんです

が？

●:確かにかかりますね。場所、電気、人

件費、ルーターなどの機器代だとか……。

そこで企業や商用プロバイダーさんたちか

らお金をもらって、それで共同研究をする

という形にしたわけです。

---そうすると、つながっているプロバイダーか

ら人が出て、毎月いくらか研究費が出ると？

●:いや、何人もいないですね。0.1人くら

い？　ほとんど機械が置いてあるだけ。場

所を見ていただければ分かるんですが、あ

るビルの地下の一室を借りるかたちで

WIDEプロジェクトのNOC（ノック）の1

つがあり、そこにラックをたてて、各々の

プロバイダーから来ているルーターを並べ

て、「はい、おわり」という感じです。

---どんな人がいるんですか？

日本のインターネットをひっぱっていくのは我々の
責任だろう。

じゃあ、単なる研究者の集まりとしてやっちゃえと
いうことになった。

MAE-East（メイイースト）：アメリカとヨーロッパのインターネット
プロバイダーの相互接続を行っているプロジェクト。Washington D.C.
の郊外にある。

ルーター：ネットワーク層でパケットを転送する装置。

NOC：Network Operation Center の略。
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●:WIDEでは加藤がメインに技術を担当

してますが、あとは各企業、プロバイダー

の人がみんな集まって……常駐というので

はなくて、問題が起きた時に電話で話した

り、月に1回くらいは集まってミーティング

をやってるという状態ですね。

---新しいプロバイダーに対しても排他的で

はないんですね。

●:そうですね。ただ、一応共同研究なん

で、我々と一緒にやっていけるだけのスキ

ルだとかは必要です。それから、我々として

は新しいプロトコルや技術を使ってみると

か、実際にオペレーションしながら、みんな

で研究して良い環境をどんどん作っていこ

うというスタンスなんです。だから、参加さ

れる企業、プロバイダーの方が単に「他の

ネットワークとつなぎたい、だからNSPIXPに

つなぎたい」というのは、ちょっと困る。

今、商用プロバイダーというのは、どこ

かのプロバイダー同士がつながれば日本国

内のコネクティビティは確保できるんです

よ。別にNSPIXPにつながる必要はあまり

ないんです。だから、やっぱりみんなでヘ

ソをやっていこうという気持ちを持ってい

るプロバイダーさんと一緒に、というのが

NSPIXPなんです。

---場所としてはすごいけど、実体はあまり

ないんですね（点そのものみたい）。

■:こういうものの問題というのは、単に接

触点があるということより、経路制御上の

いろいろな調整をいていかなくてはいけな

い、ということですね。ピアリングアレン

ジメントなんていう言い方をしますけど、そ

れが一番大変かもしれない。

●:要はBGPでルーティング情報の交換を

しているわけですが、それはPoint to Point

なんですよね。1対1の接続ではBGPのセ

ッションを張れば終わったんですが、それ

が複数になってくると組み合わせで考えな

ければならなくなる。それから、それぞれ

自分の運用ポリシーを持っている商用ネッ

トワーク同士を相互につなぐ場合に、技術

的にはどう解決すべきか、というようなこ

とに我々の興味があるわけですね。

CIXのモデルは簡単で、プロバイダーのつ

なぎ方、フィルタリングのかけ方とか、CIX

としてどうしようということはCIXが決める

んです。我々のところはちょっと違って、

各々の出先のルーターがここにあって、そ

れが1本のイーサネットの上でつながってい

るだけ。で、各々みなさん集まっていただい

て、各々の調整をやるわけです。

---平たく言えば、CIXみたいに強権発動で

きるような場所であれば問題は非常に簡単

なんだけど、NSPIXPは1つのテーブルに過

ぎなくて、そのテーブルでうまく混乱が起こ

らないようにするので結構大変だ、という

ことですね。

●:そう。技術的にも、お互いにどういうル

ーティングをするかというのを全部やらな

きゃいけない。結構大変だし、うまくコー

みんなでヘソをやっていこうというプロバイダーさん
と一緒に・・・。

CIXみたいに強権発動できるような場所であれば問
題は非常に簡単なんだけど、NSPIXPは1つのテー
ブルに過ぎなくて・・・。

経路制御：パケットを次にどこに送るのかを決定する機能。この機能
を実現するために実行される情報交換やその結果の計算を含んでいる
場合もある。

ピアリングアレンジメント：Peering arrangement。どのルーターから
どのようにBGP セッションを張るかどうかに関する調整。

BGP： Border Gateway Protocol の略で、現在の version 4 は
RFC1771 で定義されている。プロバイダー間の経路制御に用いられて
いるプロトコル。

運用ポリシー：ネットワークをどのように運用するかという方針。た
だ、この文脈では経路制御ポリシーの意味で、あるプロバイダー宛の
パケットはどこを通すべきかという経路制御の方針のこと。

フィルタリング：必要ではないものを捨てること。この文脈では、ポ
リシーに合致しない経路情報を無視することを意味する。

イーサネット：DEC、IntelおよびXeroxの3社によって開発された
CSMA/CD型のネットワーク。ちなみに、NSPIXPでは交換されるト
ラフィックの増加によってcollisionが多く発生するようになったため、
現在はEthernet Switchに置き換えられている。
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ディネーションする技術はまだ研究する余

地があるので、みんなで開発しましょうと

いうのがNSPIXPなんです。

---CIXって、インターネットの利用料のプ

ールみたいな役割を果たしているようなこと

を聞いたことがあるんですが、インターネッ

トの利用料金の相乗り具合というのは、ど

うなってるんでしょう？

●:本当はパケット課金するなり、バランス

をとるのがいいのかもしれない。でも、パ

ケット単位で課金するときに、本当にそれ

が実データのなのか、それともコントロー

ルデータなのか、そのパケットは誰のもの

なのか、というデータを取ろうとすると膨

大な費用がかかりますよね。そんな費用を

かけるくらいなら、みんなでラフコンセンサ

スでいったほうが費用が安くできるわけで

す。無駄なお金を使わずに、みんなにとっ

ていい方向を模索するっていうのがインタ

ーネット全体の動きだと思うんですよね。

---これまでのビジネスの常識とはずいぶん違

いますね。

●:違いますね。例えば、バックボーンを持

つってお金がかかりますよね。アメリカま

で1.5Mbpsの専用線を張ると年間で1億数

千万円かかる。東京-大阪間で太いの張る

と、やっぱり何千万円。それだけの投資を

しているプロバイダーと、「お客のほとんど

は東京に一極集中だから、東京にちょっと

したモデムを置いて……」というプロバイ

ダー。それらが相互につながるっていうの

は一体何なんだ、という話はあるんですけ

ど……。

ところが、今、NSPIXPでつながってる

皆の話を聞くと、「1.5Mbpsくらいいいよ

ね、もう」という話になってる。たとえば

IIJは、NSPIXPに1.5Mbpsの線を持ってま

すよね。その先にはいろんなものがつなが

るかもしれない。でもそこは、「自分にトラ

フィックをかけるバルブはたかだか1.5Mbps

のバルブなんだから、お客さんがコネクテ

ィビティが増えるんだし、いいんじゃない

の」っていうような発想になってきてます

よね。

……今後、NSPIXPはどういうことをやっ

ていくんですか？

■:トラフィックの部分は、とんでもない高

速でなければ、どうってことはないんです。

若干お金がかかるとかってことはあります

が。

ただ、数が増えてくると管理の手間はだ

いたい二乗で増えますから、あらかじめ設

定されたポリシーに基づいて、ルーティン

グの計算をするようなサーバーというのを

導入するか、自分たちで始めから書くとか、

ということになりますね。ま、コーディネー

ションはともかく、ルーティングのデバッグ

というのは大変ですからね。

経路が来ているからというだけじゃなく

て、自分の経路が向こうにどう伝わってい

るかとか、含めて考えないといけない。だ

から、そういうデータベースと連携して、

みんなでラフコンセンサスでいったほうが費用が安く
できるわけです。

日本のインターネットは今や、雨後の竹の子状態。

バルブ：ネットワークを水道管にたとえたとき、流量を制限するもの
のこと。接続点へのリンクが 1.5Mbps だと、プロバイダー内部が
6Mbps でも1.5Mbps に帯域が制約されてしまうが、同時に他のプロ
バイダーからのトラフィックも制約することになるので、プロバイダー
内部が外からの通信で埋まってしまうということも避けられる。
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意図しないことが起こったら、それを検出

するようなシステムを作っていくところから

始めて、最終的には経路サーバーみたいな

ものをやろうと、すこしずつ始めていると

ころです。

●:基本的にインターネットっていろんなとこ

ろでつながってていいわけですよね。それが

うまくコーディネートされて、エンドユーザーに

とっては行きたいところに行ければいい。

よくインターネットのことを電車網の例

えで言うことがありますけど、電車網ってい

うのは世の中にいっぱいある。行きたいとこ

ろに向かっていろんな経路が存在する。利

用者が経路を考えたり、旅行代理店が教え

てくれた経路で行くとかするわけですよね。

一方で、ネットワークの数……本当はル

ーティングテーブルのエントリーの数なん

で、ま、西武線とか山手線だとか、いわゆ

る線路の種類と考えてもいいですが……そ

れがだいたい2年前で150～200、1年前だ

と1000ですよね。それがこの1年間で3000

にまでなった。結局、何が起きているかと

いうと、雨後の竹の子状態。だからといっ

て、電気通信事業法とかありますけど、最

初からああいうので規制して、いいやつだ

けにライセンスを与えて商売させるという

……インターネットというのはそういうセ

ンスじゃないわけですよ。インターネットっ

てそんな規制をしちゃったら、たぶんつま

んないですよね。

で、インターネットをどう通って行けば

いいのかっていうのは、経路制御の問題な

んですが、それはやっぱり非常に難しいわ

けです。だいたい2本とか3本だったら、別

にルーティングサーバーもへったくれもな

い。ところが、8本ということになって組み

合わせを考え始めると、うなり始めるわけ

です。本数がどんどん増えていくと、そこ

に問題が出てきて、そのための技術開発が

必要になってくる。その研究をする時に、

机の上だけで研究してもつまらないし、分

からない。だから、実際に我々は問題点を

出し、それを解決し、また次に進んでいく

というスタンスで、みんなで研究している

というわけです。

インターネットには競争があって、いい

サービスをやっているところは、楽しいこ

とをやっていける。そういうようなものをう

まく支えるための技術開発をNSPIXPでは

やってる……そうふうに思って、みんなで

頑張っているんだと思うんですね。

▼

う～む、結局考えてみると、これだけ情

報インフラとして騒がれているインターネ

ットだが、そいつが会社でもない、法人で

もない、理解しにくい存在で結び付いてい

るという意味では、「ヘソ」というのは言い

えて妙というか、なかなか本質をとらえた

言い方だな～。とカンシンしながらも、イ

ンターネットの仕組みって、結構深いもの

があると頭の中に汗をかいた私であった。

これが日本のインターネットのヘソ、NSPIXPの実
体だ。空調のきいた人けのない地下室で日夜パケッ
トの交換が行われている。
下段に見えるのが各社から持ち込まれたルーター。
その上がパケット交換するイーサスイッチ。

経路サーバー：各プロバイダーに対して経路情報を収集し、それぞれ
のプロバイダーが設定したポリシーに基づいて最適な経路をそれぞれ
計算し、通知してくれるサーバー。

エントリー：経路が1つ増えると、インターネット中のルーターの経路
表の中に、その経路に対応したエントリーができる。つまり、経路表
中のエントリー数はインターネット中のネットワークの数に対応するの
であるが、それではインターネットの急激な発展に対応できないので、
CIDR（Classless InterDomain Routing）という技術が開発されてい
る。
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